
てラ外国の方に松江のよさを“Ilike～・”を使って英語で伝える活動を行った。本単元の終末では

外国の方へ日本のことを伝えるc 伝える内容が松江から日本ヘ広がる。自分たちが修学旅行で学ん

できたことを小文字を使、ってリーフレットを作成する。文字を扱うことで昨年度よりも難しくなる

がラ伝えたい相手が久しぶりに再会する外国の方ということで意欲をもち活動が行えると考えよ

そして，＂ Hi,friends!1 Lesson 6”「6年生にメッセージを送ろう」の単元とも繋げている n こら

活動ではアルファベットの大文字を並べG年生ヘ N ICE！”訟どのメッセージを送った；一人

一人が相手のことを考えてアルフアペ、ツトでメッセージを送コたとの活動は岨まる時間日J
子。自分が欲しいアルファベットは指導者からもらう活動であったが，今回は友だちどうしで行

う。このように相手や目的が変わっても今までの活動を土台にして活動を仕組むととで例千戸れ

たちは見通しと意欲をもちコミュニケーシヨン活動明り組むことができるであろう。ま7モー
生になり社会科では歴史を学習している。奈良や京都の歴史の学習も合わせながらリーフレ？トピ

活用したい。国語科では「わたしが修学旅行で最も印象に残ったのはこの場面！」という単元で、

伝えたいことが相手により明確に伝わるように，内容や話し方を工夫しながら話す活動町一てい

る。様々な教科と関連させて外国語活動の単元を構成していくことはヲより深まりのある活動を行

うことができると考える。

(3）本単元の内容における問いをもち追求する姿を育成するための具体的な手立

本単元は 5時間の構l戒とした。“日i,friends! 2”のテキストを参考にして単元を構成する。本単

元の使用表現は“Doyou have～？”とアルフアベットの小文字である。“Hiヲfriends!2”のテ

ストを身の回りの活動に置き換えてみることで，より活動に関心・興味を抱いて学び続けようとす

るであろう。そしてコミュニケーシヨン活動に必然性をもたすために一人一人の伝えたい単語の

アルファベットをバラバラに封筒に入れておく。その際いくつかのアルフアベットを意図的に抜い

ておく。並べてみると伝えたい単語にならないので，自分が去したい単語になるように欲しいアル

ファベットの小文字カードを“Doyou have ～？”を使って集めて完成させる活動を行う。そのた

めにヲ一人一人がどんな単語を選んでいるのかヲ何を伝えたいのか指導者は把握しておき，一人一

人に合わせた活動を仕組む手だてを行いたい。そして，ノ伝えたい言葉の中に相手意識を、もち，児童

が思いを込めて日本の文化や歴史の中心である京都や奈良のことを積極的に伝えてほしいと考え

田小学校で行うアノレブアベットの認識を 1年後の中学校での学習技能の「書くことJ「読む

につい

私は，アメリカの方とキューパの方に松江のよさを紹介しました。質問もしました。とても分かりやすく説

明できたと思います。きんちょうするかと思ったらヲほとんどきんちょうしませんでした。今回のおかげでわ

たしの人見知りがなおったかも！？ （児童A)

単元が始まる時，外国の人を自の前にして話ができるかどうか不安で、あった児童Aがヲ活動を重

ねるたびに松江のことを伝えようとする気持ちを高めていった。そして，英語を使って相手に伝え

ることができたという状況でありヲ自分自身を見つめることができた一例である。単元の終末で行

うコミュニケーション活動はヲ慣れ親しみの活動によって支えられている。慣れ親しみの活動をト

分に行っていくことは，コミュニケーション活動の成功体験を支える。そのため子どもがもっと

やってみたいと思うような活動の工夫や，教材の工夫，提示の工夫はヲ学び続けようとする授業を

構想していくために大切である。 る。
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展開計画〈金5時間）

i時 明内容

。ピデオレターを見て修学旅行で見学したことを外国の人ヘ紹介するとし、
う活動の見通しをもち，見学上自の英語での言い方を知る。

。青斉教材で世界には様々 な文字があることに気付きラアノレブアベヅトの
cノ

1 

・アノレアァパットの歌を歌う。

・ミッシングゲーム。アルファベットラッキーゲームーアノレブアベ吋 1,1:r:1 I 
言ゲームーをする D I 

＠アルブアベットの散を歌山 ！ 
b 持切っているアノ，，／ブアベットは有iでしょうゲ」ムを』する。 I 

きア／レアアJ之ットパス、Pレそャ十る。 i

てリーフレ、ぺ、を作成する｛ ! 

－ア／レファベット
’アノレブアにペット
’アノレアァベットツリ
．アルファベット

rru 
qu 

に行うコミュニケーション活動「友だちの誕生日を聞く」ために次時に向け

もち追求する姿であると考える。指導者がめあてを明示しヲその目標への成長を子ども

きる評価の工夫も手立てとして不可欠である。

(2）本単元の内容と外国語活動の英語科で考える関いをもち追求する盗との関わり

昨年度匂児童は“Hi,frien出！ 1 Lesson 4”「松江のよさを外国の方に伝えよう」

ついて

の単元におい

て問い

げていきこと」

3 

今日の外国語のめあては月の英語の言い方に慣れることでした。わたしは前と違ってずい分できるようにな

りました。まだしっかりとは覚えていないのでもう少し慣れが必要です。多分最初にJがついている月がだめ

ゲームをしていたときも順番がまったく違っていました。 10月と 8月が逆だったのでもう少し慣れたい

（児童

一人一人が目的意識をもちラ次時に向けての課題を明確にしながら

活動を行う。その手立てとして司ふりかえりパスポートを活用しヲめあてを明確にし， 1時間の活

動を行った自分を見つめて次の時間ヘ繋げていきたい。そしてヲ指導者は児童のふりかえりを点

検・分析することで一人一人がどのような考えなのかラ児童の思いを把握していく手立てとした

い。以下のふりかえりはヲ指導者が次時の授業に生かした一例である。

単売のねらい

アyレファベットの小文字を活用し，修学旅行で見学してきたことをリーフレットにして外国の

人に伝える。そして最後はクラスの一冊の“JAPA N”辞書としてまとめる。自分の作成したい

リーフレットの言葉を“Doyou have～？”を使、って英語でのやり取りをし作成していくことでヲ

アルブアベットの小文字と“Doyou have～？”を使って積極的にコミュニケーションをしようと

大J
によ，「松江のおすすめの場所」

する0

2 鰻襲の構摺

(1）子どものとらえについて

以下に示すふりかえりはp 児童Aが 5年生の時に外国の方に

'I like～．”を使って伝えたものである。

単元の終末を意識しながら，
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戸
「
リ

寸
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一ツトの大文字の代わりにノホ文字で感じたことを伝えるのだという活動の見通しを容易にもてたよ

りである。また，今度は松江から日本へ範囲を広げた。いつも生活している松江の地ではないの

でヲ修学旅行でしっかりと学習しなければ紹介できないという状況をつくりラ活動の見通しをもて

るようにした。そしてう事前に単元の終末で示す作成物も見せることで｛可をしたらよいか見通し

もてるようにした。

また匂相手意識ラ目的意識を自然な形で、もてるようにするために，外国の方からのビデオレター

を作成した。「京都侍良に行ったことを教えて欲しい金」という内容や「まだ一度も行ったこと

がないから，おすすめの地を教えてね！といった内容をビデオレターにして子どもたちに知らせ

たまたま留学生の会で修学旅行のことを知りヲビデオレターで伝えたいとお願いされて＠＠

という設定で行った。子どもたちはピデオレターを見て久しぶりに見る外国の方々に歓声をあげ

「今度Lノいコ来るの？」「前みたいに伝えるの？」「どうやって？」「去年のままでは良くないし

成長した姿を見せないと」などヲ口々に言っていたO このような場面設定を 6年生初めの外国語活

動の時間に行うことでヲ単元の見通しをもった子どもたちはヲ修学旅行の見学にも新たな目的をも

ち活動していた。

②活動の工夫を行い，外国語活動の先にあるもの

学習指導要領に示されているとおりラ外国語活動で行われる活動はっ中学校以降の学習につなが

るものである。日本語でも英語でも言葉のもつ意味の多様性があることに気付きラ言葉のもつおも

しろさに気が付いて中学校英語へつなげていくためには小学校の指導者も外国語の先にあるものを

見通しておく必要がある。この単元ではアルフアベットの文字を扱う。アルフアベットは集まると

単語になりラ単語が集まると文になる。文になるとより相手に伝わるパワーになる。中学校では文

法を習いラより相手に伝わるような学習をすることを伝えた。ただメッセージをこめるのでは

く活動の中に組み込んだ。レオヱレオニ作“thealphabet tree”である。この絵本の内容は，

フアベットが仲よく木の葉っぱで暮らしていた。しかしぅ有る日強い風が吹いてアルフアベットが

とばされてしまう。怖くなったアルフアベットたちはみんなで、集まってふるえ、ていた。そこへ虫が

やってきて，みんなで力を合わせれば大丈夫だと声をかける。言葉を作って仲間を増やしていくア

ルフアベットたち。アルファベットが集まり棒々な単語になる。“good”や

語が木の葉に集いだしラ風に吹き飛ばされな〈なった。そ、こヘ9 青虫

つ背中に乗せて文を作り

and good＼可illto，’!Var屯clall me幻一”このレオェレ

という本がある。副題は「ちからをあわせたもじたもの

氏である。この青虫が伝えた日本語訳は「ちきゅうにへいわ

うはもうまっぴらJである。 1年前の大文字を扱う

中まで読み司アルファベγ トパズ;Lを行ったの 1 

今まで考えてきたよりよい伝え合いを大切にしながら，京都や奈良のこ

とを紹介する。

4 譲葉の実際

( 1）相手意識と自的意識のつながりから活動iこ深まりをもたせる

本単元は5年生時に行った単元と関連させている。「2授業の構想」「（2）本単元の内容と外国語

活動。英語科で考える間いをもち追求する姿との関わりについて」で述べているように単元と単元

げることで活動に深まりが出た。ここではヲ「伝えたい」「よりよく伝えたい」という思いを

高めることができた。 5年生時は身近な松江のよさを“ Ilil沼～プを使って伝える活動をラそして

6年生時にはアパノブァベットの小文字を使ってリーフレットを作成して紹介しヲ全員のリーフレッ

トを一冊の本にまとめ辞書をプレゼントするという活動を年間計画に位置付けた。相手は同じであ

るがヲ伝える内容は松江から日本へ広がる。一年経って再会できる喜びの中九一年前と違った成
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アル

長した姿を見せて欲しいという指導者の願いがあったがう単元と単元をつなげること

手意識ラ目的意識をはっきりともち活動が充実できた。

(2）学校行事や他教科と関連させる

4月の半ばに2泊3日の修学旅行を学校行事として行っている。京都や奈良について学習し9

日目に行われる斑の活動は自分たちが見学地の計画，時間配分もすべて行い実行する活動である。

事前学習は5年生3学期から徐々に行われヲ子どもたちは修学旅行に思いを膨らませていた。国語

科の学習では「はなすこと 聞くことj の領域で 5年生や保護者の人に修学旅行の思い出を語る単

元を設定し行った。伝えようとする事柄をしっかり相手に伝えるためにどのように具体物を使えば

よいか考えるカや，相手意識をもってラより分かりやすく伝わる方法を判断する力9 場面や状況に

応じてコミュニケーションを図ろうとする力などを身に付けることを目的としている点は，まさに

外国語活動と重なる。国語科で行っている活動と平行させることでうより活動が深まると考えた。

このように学校の行事や他教科との関連を図ることで匂活動が探まる。国語科で活動しているこ

とが外国語活動に生かされ，外国語活動で活動したことも国語科に生かされる。

どもも相

2 

on 

この

ムに語己

あるん／三ろうな；：うと思し、

( i自 C）」6年生

てF

／「九
ぺ，u一

d
i
L～

り7）二、見通し官、 l,_.
'c,) 己ー

門
／
d

口
1
U

1pよ

き」

1 ＇つ 1

フン

／、
-るとこのよう

、つ

の訳

どつフ。co-c ブア／］’ブアの ~~'fの活動のイメージをもっていたのでラ

po 
p
h
i
U
 

1
ょ

ってくる。単語

内容は。

「あいう

日本語訳は谷Jr

とにやさしさ

ルファベットツリー

2つに切ったカード

(3）単売の毘適しゃ外国語活動の先にあるものを見通す

①単元のゴールのコミュニケ…シ韮ン活動ぬ見通し

昨年度松江のよさを紹介した外国の方々に再度来校レてもらいヲ今度は修学旅行で見学してきた

日本のよさを伝える。作成したりーアレットを 6人分コピーして一冊の日本辞書として

トするという活動の見通しをもてるようにした。このことは，子どもたちに修学旅行に行く前に知

らせておいた。“日1,friends 2 Lessonl＂のアルファベットの

ることを年度当初の外国語活動の時に知
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T : 4人目の外国の方に日本のょいところをしっかり紹介ができましたかっ

児童H：去年もやっていたので今年はさらに英語を使ってみようと思って使える英語は使ってみたけどラ
難しいです。

児童 I；今日はいよいよ伝える日でラ外国の人に伝えることができました。ジエスチャーを入れながらしっかり

伝えました。 2回目 3回目とだんだんうまくなってヲしっかりと伝えられることができたと思います0 ., 

りは今回の活動から中学校の外国語科へ向けた思いである。以下のふりかまた勺

ま「伝えよう JAPAN！」では自分で作ったりーフレットを使って目で見た札笑顔で京都映画村のからくり屋

敷のょいところを伝えられて喜んでくれたのでうれしかったです。これからもっと英語を勉強してまた「伝え

よう JAPAN!Jで来てくれた人に会えたらいいなあと思いました。そして，その時はもっとレベルアップし

子どもたちはヲ外国の方にグループで紹介し合うことでp 同じグループの友だちのことを知った

り自今のことを知ってもらったりしてヲ相互理解を深めていた。中間ふりかえりを行うことでよい

点ア課題面を共有しヲ後半の活動の質があがった。 1町けの紹介で、終わるのではなく，グループ

を設定し4回繰り返して行うことで自信をもって活動を行いヲ児童Fのような感想が出てくる

間ふりかえりを次の活動に生かし，ジエシチャーも入れて活動したことが伺える。 -

②ふりかえりシート（圏引の工夫

昨年度は年度当初にふりかえりシートを 1冊の本にして毎時間ふりかえりに使用した。

単元の子どもの変容を見ることができなかった。より児童のふりかえりを把握するためた本年度は

様式を変更した。パスポートの形式は変えず，シートの内容を単元ごとに蓄積していくことにし

た。その単元の独自の視点を追加しラめあてにそって 1時間がどうであったか，最終ゴールを意識

しながらラ視点を明確にして記述することでラ次へのめあてが明確 叩阿部

になりヲ確かなふりかえりとなった。単元が 1枚で見通せることで

欄にしっかりと書くようになった。ふりかえりカードの工夫を行う

事で児童一人一人が感じている思いや課題が明確になりヲ指導者も

支援を明確にして取り組めるようになった。

七下

しかし 1

(3）追求する姿を育成するための具体的な活動について

この単元の使用表現は“Doyou have ～？”である。第4時の活動ではヲ一人ー人の作成した

い単語をばらばらのアルファベットの状態にして封筒に入れておいた（図 2）。ただし，“Doyou 

have～？”と聞き合う必然J性が生まれるためにアルファベットを 2枚抜きヲ並べられない状態

にしておく（園 3）。抜かれたアノヰ／ブアベットを使用表現をイ史って文字完成をさせるために探し会

う活動を行った（図 4）。何度も“Doγouhave～？”を使う活動を行うことで無理なくアルフア

ベットをインプットすることができた。またヲこの活動は小学生段階の文字指導において文字を形

として認識し「書くことJ「読むことJへの無理のない活動であったと考える。

5 おわりに

一外国語活動には気付きの観点がある。子どもたちは今回の単元を通して伝えたい言葉から

葉っておもしろいJ と感じることができた。同じ清水寺でも，見る人で感じ方が違う。清水寺ーっ

とっても“beautiful”“niceview”“very tall”“strong”など多様であった。それぞれの理由を聞く

と，なるほどと思うものばかりであった。“strong”では「清水寺の景色がきれいに見られるのは

骨組みのおかげだ。ねじも使っていない。しかもとても細かくきれいに作られている。力強さを感

じる。あとあんなに人がいるのに崩れないのがすごい。」という理由であった。建造物を細部にわ

たって観察いその子らしさの言葉で理由が語られている。清水寺 1つでも英語で多様に去すこと

ができることを知ることができた。人の感じプゴの多様さやたくさんの単語に活動を通して触れるこ

とは9 小学校の高学年の時期には中学校への英語科に繋げる大切な活動であると考える。ま

回行ったような文字導入の活動の工夫については次時指導要領でも導入されてくる。よりよい文字

指導の活動の在り方を模索していく一つでもある。

一今回の授業を通して子どもたちが相手意識9 目的意識をもち続けながら単元の見通しラ 1時間の

見通しヲさらに外国語活動にある先のものを見通すことはラ主体的な活動を行うためになぐてはな

らない。もちろんヲ教師の見通しはさらにもっと幅広し他教科との関連，行事との関連ヲ年間計

画の見通い単元と単元との関連の見通しl 中学校とのカリキユラムの関連司教材の見通しp

をす邑して二子どもたちの様子ーを見通すことは必然である。そのためには“Hi,friensds！刊をきちんと

行い言語機能や言語材料を把握いその学校にあった“日Lfriends！”の単元を作成した1 年間カ

リキュラムの作成が必然である。最後にヲ 5年生時と 6年生時で、行った外国の方への紹介は中

の活動へとつながる。言葉で人と人とがつながる楽しさを経験した子どもたちが匂 1:fこ：

うに変容していくかが楽しみである。 （文責

国6:M1属小学校ふりかえりパスポート
国4: 

ないアルファベットを集める

匿12： 図3: 

封筒に入っているアルファベットを並べるが2文字足りない 「ヨ口
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T ：久しぶりに再会して自分の伝えたい日本のことを上手に伝えることができましたか？

児童E：前もやっているけどラやっぱり緊張します。 Eずさんは指さしながらゆっくり話せていたのがすごいな

あと思いました。

児童F：領きながら聞いてくれたことがとてもうれしかったです。京都のことを質問されたけど少しとまどっ

てしまいました。日本語でもゆっくり相手に伝わっているかどうか確かめながら話を進めたいです。

自分の課題につ

函 5：外圏の方に紹介する様子

（児童 D)た英語を聞いてもらいたいです。

中

の評価につい

2人の外国の方との紹介を終えた後一度全員で集まり，

ちの紹介の仕万のよさ

0) 

うたかな？

を見ながら話を

さすがに外国

「積極的に」

（ヰ）積極的にまた主体的な活動を行うた

①中間評価を取り入れる

4人の外国の方とのやり取りを行う。

間ふりかえりを行也った。

ずつ紹介し合う 1千コで馬

T ：まうと 2人の方に紹介するけど9 自

児室G:t誕生見ながら話せてないの三今度の凶ゴi'D

したいと思し、ます。ジャスチャーもつけたいです。

の方はシェスチャーがうま
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ここでさらに「積極的に外国

部分の具体を示し後半の活動を行ゆっ

ノレ』ー5人の

しV




